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第26回 通常総会
開催報告
全議案が承認

総会特集令
和
２
年
５
月
27
日
（
水
）
午
後
２

時
よ
り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老

名
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
大
和
青

色
申
告
会
の
第
26
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
　
事
業
計
画

Ⅰ
．
基
本
事
項

　
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会

は
、
健
全
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
青

色
申
告
制
度
の
普
及
促
進
と
誠
実
な
記

帳
に
よ
る
適
正
な
申
告
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
租
税
等
に
関
す
る
調
査
研
究

を
行
い
、
納
税
道
義
の
高
揚
及
び
公
平

簡
素
な
税
制
と
円
滑
な
税
務
行
政
の
確

立
に
寄
与
し
、
併
せ
て
、
事
業
経
営
と

社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
公
益
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
社
会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　
な
お
、
当
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た
法

人
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
色

申
告
会
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

会
勢
の
拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
税

制
改
正
要
望
な
ど
を
行
い
、
事
業
主
の

環
境
の
改
善
に
も
取
り
組
み
、
次
の
よ

う
な
事
業
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研

究
並
び
に
建
議
。

２
．
租
税
関
係
の
法
令
、
通
達
等
の
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
の
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
。

３
．
経
理
、
経
営
に
関
す
る
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
及
び
記
帳
指
導

の
実
施
。

４
．
福
利
厚
生
に
関
す
る
諸
事
業
の
実

施
。

５
．
機
関
誌
の
発
行
及
び
上
記
各
号
の

諸
事
業
を
行
う
に
必
要
な
各
種
資

料
の
刊
行
配
布
。

Ⅱ
．
事
業
計
画

１
．
税
務
政
策
活
動
に
関
す
る
事
項


青
色
事
業
主
勤
労
所
得
控
除
の
早

期
実
現
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す

る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
10
万
円
の
引

き
上
げ
運
動
を
展
開
す
る
。


消
費
税
制
の
簡
素
化
と
と
も
に
簡

易
課
税
制
度
の
事
前
届
出
制
の
廃

止
な
ど
小
規
模
な
課
税
事
業
者
に

対
す
る
納
税
事
務
負
担
の
軽
減
運

動
を
展
開
す
る
。


振
替
納
税
制
度
の
普
及
と
指
導
に

努
め
る
。


租
税
教
育
活
動
に
取
り
組
む
。


そ
の
他
、
指
導
相
談
活
動
の
効
率

化
と
充
実
に
努
め
、
会
員
企
業
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
指
導
相
談
体

制
の
確
立
を
目
指
す
。

２
．
相
談
指
導
活
動
に
関
す
る
事
項


新
規
青
色
申
請
者
及
び
新
規
入
会

者
の
記
帳
指
導
に
努
め
る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
65
万
円
・

55
万
円
の
適
用
が
で
き
る
よ
う
複

式
簿
記
の
普
及
拡
大
を
図
る
。


消
費
税
法
改
正
に
対
応
し
た
記

帳
、
複
式
簿
記
に
よ
る
記
帳
の
自

己
研
さ
ん
運
動（
記
帳
確
認
な
ど
）

を
積
極
的
に
展
開
す
る
。


会
員
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
税
務

署
の
開
庁
日
に
合
わ
せ
、
令
和
２

年
確
定
申
告
期
の
日
曜
日
に
決
算

指
導
を
実
施
す
る
。


会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン

Ａ
」
の
普
及
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
利
用
し
て
い
る
会
員
の
指

導
充
実
を
図
る
た
め
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
指
導
体
制
を
構
築
す
る
。


会
員
の
減
価
償
却
資
産
管
理
の
適

正
化
に
資
す
る
た
め
減
価
償
却
計

算
書
を
作
成
し
配
布
す
る
。


消
費
税
法
改
正
に
対
応
す
る
た
め

の
説
明
会
・
指
導
会
を
開
催
す
る
。


青
色
セ
ミ
ナ
ー
と
会
員
個
別
指
導

会
を
開
催
し
、
複
式
簿
記
記
帳
指

導
の
徹
底
を
図
る
。


税
理
士
会
の
協
力
を
得
て
無
料
税

務
相
談
制
度
の
活
用
を
推
進
す
る
。


顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
実
施
す
る
。


指
導
員
・
事
務
局
職
員
の
指
導
力

向
上
を
目
途
と
し
た
研
修
事
業
の

充
実
強
化
を
図
る
。


関
係
機
関
が
行
う
研
修
会
な
ど
へ

積
極
的
に
参
加
・
交
流
す
る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
65
万
円
適
用

の
た
め
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ⅹ
及
び
電
子

帳
簿
保
存
の
承
認
申
請
の
普
及
推

進
に
努
め
る
。


記
帳
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
相

談
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
。


休
日
に
し
か
来
所
で
き
な
い
会
員

の
た
め
に
、
完
全
予
約
制
に
て
休

日
指
導
会
を
行
う
。

３
．
組
織
強
化
と
そ
の
他
事
業
活
動
に

関
す
る
事
項


青
色
申
告
制
度
の
普
及
と
会
員
の

増
強
を
年
間
を
通
じ
推
進
す
る
。


新
入
会
員
紹
介
運
動
を
展
開
す
る
。


メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
入
会
促

進
を
含
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
る
。
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
税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
を
積
極

的
に
活
用
し
、
管
内
各
市
の
市
民

ま
つ
り
に
於
い
て
、
広
報
活
動
を

展
開
す
る
。


個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守
す
る
た

め
、
指
導
デ
ー
タ
等
を
厳
正
に
保

管
・
管
理
し
、
充
分
な
備
え
を
講

ず
る
。


女
性
部
活
動
の
充
実
強
化
と
青
年

部
の
育
成
強
化
を
図
る
。


会
員
等
を
対
象
に
機
関
誌
「
青
色

だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
。


青
色
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
一
般

納
税
者
の
青
色
申
告
普
及
に
力
を

注
ぐ
。


会
員
外
の
事
業
者
に
対
し
、
記
帳

開
始
説
明
会
、
青
色
決
算
説
明
会

等
を
開
催
し
、
税
金
に
携
わ
る
法

人
と
し
て
の
事
業
活
動
を
実
施
す

る
。


事
業
者
の
Ｉ
Ｔ
活
用
が
増
加
す
る

な
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
記
帳
指
導
に

対
応
す
べ
き
体
制
の
充
実
を
図
る
。


役
員
研
修
会
を
開
催
し
、
役
員
、

指
導
者
研
修
の
充
実
を
図
る
。


関
係
各
官
庁
、
及
び
友
誼
団
体
と

の
相
互
協
調
・
交
流
を
図
る
。


会
館
取
得
の
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
将
来
の
会
館
設
立
の
た
め

の
引
当
預
金
の
積
み
立
て
を
行
う
。


会
費
の
支
払
方
法
は
口
座
振
替
を

原
則
と
し
、
未
移
行
者
の
口
座
振

替
化
推
進
を
図
る
。


全
て
の
白
色
申
告
者
に
記
帳
と
帳

簿
の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
説
明
会
を
開
催
し
、
特
典

の
あ
る
青
色
申
告
を
勧
め
入
会
に

繋
げ
る
。


会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
総

会
の
開
催
及
び
運
営
の
円
滑
化
を

図
る
。


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
に
あ

た
り
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
等
の

要
望
を
行
う
と
と
も
に
安
全
管
理

措
置
を
講
ず
る
。
ま
た
、
特
定
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
周

知
さ
せ
る
た
め
、
職
員
の
教
育
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。

４
．
福
祉
事
業
活
動
に
関
す
る
事
項


会
員
の
健
康
管
理
を
は
か
る
た
め

継
続
的
に
生
活
習
慣
病
健
診
を
実

施
す
る
。


小
規
模
企
業
共
済
制
度
や
全
青
色

共
済
等
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、

各
種
保
険
・
共
済
制
度
の
拡
大
を

図
り
会
員
の
将
来
の
生
活
安
定
に

寄
与
す
る
。


会
員
大
会
研
修
会
を
実
施
し
、
会

員
相
互
間
を
は
じ
め
、地
域
社
会
・

関
係
団
体
と
親
睦
・
交
流
を
深
め

る
。


役
員
一
泊
勉
強
会
を
開
催
し
、
指

導
者
研
修
と
役
員
交
流
を
図
る
。


会
員
へ
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め

各
種
資
料
を
配
布
す
る
。


会
員
に
呼
び
か
け
、使
用
済
切
手
・

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
及
び
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
を
実
施
し
、
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
る
。


献
血
運
動
を
展
開
し
社
会
的
使
命

を
推
進
す
る
。


職
員
の
連
帯
・
協
調
の
た
め
の
諸

施
策
を
実
施
す
る
。

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　経常収益

①特定資産運用益

　退職給付引当預金利息 5，000 5，000 0

　会館修繕引当預金利息 1，000 1，000 0

　固定資産取得引当預金利息 1，000 1，000 0

　機械化推進特定預金利息 1，000 1，000 0

　財政調整基金預金利息 1，000 1，000 0

　会館取得引当預金利息 1，000 1，000 0

　　特定資産運用収益計 10，000 10，000 0

②受取入会金

　受取入会金 200，000 200，000 0

　　受取入会金計 200，000 200，000 0

③受取会費収入

　正会員 85，422，500 87，122，500 △ 1，700，000

　準会員 1，237，000 1，237，000 0

　　受取会費計 86，659，500 88，359，500 △ 1，700，000

④事業収益

　県民共済収益 250，000 270，000 △ 20，000

　火災共済収益 650，000 750，000 △ 100，000

　小規模企業共済収益 1，500，000 1，900，000 △ 400，000

　ジブラルタ生命収益 0 70，000 △ 70，000

　全青傷害・疾病・共済収益 1，200，000 1，400，000 △ 200，000

　その他共済収益 900，000 960，000 △ 60，000

　　事業収益計 4，500，000 5，350，000 △ 850，000

⑤会員大会事務手数料収益

　会員大会事務手数料収益 0 2，016，000 △ 2，016，000

　　会員大会事務手数料収益計 0 2，016，000 △ 2，016，000

⑥受取手数料収益

　会計ソフト取扱手数料収益 1，400，000 1，350，000 50，000

　受託事業収益 700，000 800，000 △ 100，000

　パナソニックホームズ手数料収益 1，000，000 0 1，000，000

　帳簿等頒布物事業収益 790，000 850，000 △ 60，000

　　受取手数料収益計 3，890，000 3，000，000 890，000

⑦雑収益

　基本財産受取利息 1，000 1，000 0

　受取利息 3，000 3，000 0

　雑収入 1，096，000 1，096，000 0

　　雑収益計 1，100，000 1，100，000 0

経常収益計 96，359，500 100，035，500 △ 3，676，000

　　経常費用

①事業費

　給料手当 20，199，440 20，044，800 154，640

　退職給付費用 624，140 1，034，500 △ 410，360

　法定福利費 4，652，680 4，264，700 387，980

　福利厚生費 91，352 99，300 △ 7，948

　旅費交通費 1，382，300 1，665，400 △ 283，100

　地代家賃 1，274，120 1，307，600 △ 33，480

　通信運搬費 781，300 801，800 △ 20，500

　減価償却費 540，900 555，100 △ 14，200

　消耗品費 480，800 493，400 △ 12，600

　印刷製本費 360，600 277，500 83，100

　新聞図書費 60，100 92，500 △ 32，400

　修繕費 90，150 185，000 △ 94，850

　備品費 1，502，500 1，233，600 268，900

　車輌関係費 210，350 246，700 △ 36，350

　雑費 120，200 123，400 △ 3，200

　租税公課 443，460 472，500 △ 29，040

　水道光熱費 330，550 339，300 △ 8，750

　事務所管理費 751，250 771，000 △ 19，750

　慶弔費 919，525 1，021，900 △ 102，375

　会員福利費 3，993，872 4，725，000 △ 731，128

　記帳指導費 2，601，500 2，601，500 0

　講習会説明会費 90，000 90，000 0

　税を考える週間行事 400，000 400，000 0

　青色学校開催費 80，000 80，000 0

　調査研究費 20，000 20，000 0

　記帳指導員費 11，000，000 11，000，000 0

　記帳確認費 140，000 140，000 0

　弁護士委嘱費 320，000 320，000 0

　広告宣伝費 1，900，000 1，900，000 0

　勧奨費 400，000 400，000 0

　会員大会費 300，000 1，500，000 △ 1，200，000

　利用手数料 300，000 300，000

　　事業費計 56，361，089 58，206，500 △ 1，845，411

②管理費

　給料手当 15，400，560 14，755，200 645，360

　退職給付費用 475，860 761，500 △ 285，640

　法定福利費 3，547，320 3，139，300 408，020

　福利厚生費 69，648 61，700 7，948

　旅費交通費 917，700 1，034，600 △ 116，900

　地代家賃 845，880 812，400 33，480

　通信運搬費 518，700 498，200 20，500

　減価償却費 359，100 344，900 14，200

　消耗品費 319，200 306，600 12，600

　印刷製本費 239，400 172，500 66，900

　新聞図書費 39，900 57，500 △ 17，600

　修繕費 59，850 115，000 △ 55，150

　備品費 997，500 766，400 231，100

　車輌関係費 139，650 153，300 △ 13，650

　雑費 79，800 76，600 3，200

　支払手数料 750，000 650，000 100，000

　租税公課 456，540 427，500 29，040

　水道光熱費 219，450 210，700 8，750

　事務所管理費 498，750 479，000 19，750

　会議費 900，000 1，800，000 △ 900，000

　慶弔費 80，475 78，100 2，375

　支払分担金 4，000，000 4，200，000 △ 200，000

　会員福利費 13，506，128 12，775，000 731，128

　連合会役職員研究会費 300，000 350，000 △ 50，000

　役員研修会費 80，000 80，000 0

　渉外活動費 300，000 320，000 △ 20，000

　会計士委嘱費 330，000 330，000 0

　　管理費計 45，431，411 44，756，000 675，411

経常費用計 101，792，500 102，962，500 △ 1，170，000

当期経常増減額 △ 5，433，000 △ 2，927，000 △ 2，506，000

　２．経常外増減の部

　　経常外収益

経常外収益計 0 0 0

　　経常外費用

　　　退職給付会計基準変更時差異 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 5，433，000 △ 2，927，000 △ 2，506，000

一般正味財産期首残高 109，858，356 108，201，629 1，656，727

一般正味財産期末残高 104，425，356 105，274，629 △ 849，273

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 104，425，356 105，274，629 △ 849，273

令和２年度　予算書
令和２年４月１日から令和３年３月31日まで


中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
へ
の

積
み
立
て
を
行
い
、
職
員
の
将
来

に
備
え
る
。


一
人
親
方
労
災
保
険
特
別
加
入
の

紹
介
を
行
う
。


以
上
の
他
、
会
員
の
要
求
に
応
え

ら
れ
る
事
業
の
研
究
を
す
る
。

入谷第１支部

齊 藤 一 則
〈組織委員〉

理
　
事

青年部

陳 　 　 勝
〈組織副委員長〉

（
令
和
２
．５
．27
付
）

大和東第２支部

渡 辺 隆 敏
〈組織委員〉

入谷第１支部

矢 澤 富 夫
〈税制副委員長〉

支
部
長

新
役
員
の
紹
介

〈
敬
称
略
〉

（
令
和
２
．５
．27
付
）

（
令
和
２
．５
．27
付
）

（
令
和
２
．４
．１
付
）

（単位：円）
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令和元年度 損益計算書（正味財産増減計算書）
平成31年４月１日から 令和２年３月31日まで （単位：円）

貸　借　対　照　表
令和２年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　経常収益

特定資産運用益 7，743 7，142 601

　特定資産受取利息 7，743 7，142 601

受取入会金 186，000 172，000 14，000

　受取入会金 186，000 172，000 14，000

受取会費 86，633，500 88，047，250 △ 1，413，750

　正会員 85，305，000 86，716，250 △ 1，411，250

　準会員 1，328，500 1，331，000 △ 2，500

事業収益 4，290，942 5，101，210 △ 810，268

会員大会事務手数料収益 1，815，240 2，870，420 △ 1，055，180

受取手数料収益 3，496，756 3，294，541 202，215

　手数料収益 2，435，757 2，453，261 △ 17，504

　指導謝金収益 1，060，999 841，280 219，719

雑収益 1，465，006 979，246 485，760

　受取利息 3，226 2，667 559

　雑収入 1，461，780 976，579 485，201

　　経常収益計 97，895，187 100，471，809 △ 2，576，622

　　経常費用

事業費 53，733，337 53，511，418 221，919

給料手当 19，900，469 19，710，997 189，472

退職給付費用 1，021，601 809，860 211，741

法定福利費 4，539，879 3，422，259 1，117，620

福利厚生費 72，763 67，839 4，924

旅費交通費 1，281，039 1，516，094 △ 235，055

地代家賃 1，238，660 1，271，224 △ 32，564

通信運搬費 726，470 689，107 37，363

減価償却費 414，280 263，203 151，077

消耗品費 354，136 409，294 △ 55，158

印刷製本費 267，821 220，996 46，825

新聞図書費 89，762 51，771 37，991

修繕費 51，445 69，944 △ 18，499

備品費 1，202，000 1，124，855 77，145

車両関係費 192，744 197，618 △ 4，874

雑費 106，851 121，881 △ 15，030

租税公課 400，700 397，000 3，700

水道光熱費 290，363 298，761 △ 8，398

事務所管理費 692，189 708，056 △ 15，867

慶弔費 888，939 856，262 32，677

会員福利費 3，214，554 4，024，936 △ 810，382

記帳指導費 2，522，591 2，568，884 △ 46，293

講習会説明会費 77，631 75，020 2，611

税を考える週間行事 358，152 357，829 323

青色学校開催費 68，571 56，954 11，617

調査研究費 600 0 600

記帳指導員費 10，098，797 10，125，837 △ 27，040

記帳確認費 127，993 124，973 3，020

弁護士委嘱費 311，406 308，556 2，850

広告宣伝費 1，900，000 1，798，600 101，400

勧奨費 333，464 500，000 △ 166，536

会員大会費 987，467 1，362，808 △ 375，341

管理費 42，505，123 40，091，366 2，413，757

給料手当 15，174，781 14，513，608 661，173

退職給付費用 778，896 596，148 182，748

法定福利費 3，461，319 2，519，165 942，154

福利厚生費 48，307 42，147 6，160

旅費交通費 850，475 941，906 △ 91，431

地代家賃 822，340 789，776 32，564

通信運搬費 482，299 428，124 54，175

減価償却費 275，038 163，522 111，516

消耗品費 235，111 254，284 △ 19，173

印刷製本費 177，807 137，300 40，507

新聞図書費 59，595 32，166 27，429

修繕費 34，155 43，456 △ 9，301

備品費 798，000 698，841 99，159

車両関係費 127，963 122，775 5，188

雑費 70，940 75，722 △ 4，782

支払手数料 618，302 599，004 19，298

租税公課 412，519 359，383 53，136

水道光熱費 192，772 185，612 7，160

事務所管理費 459，543 439，896 19，647

会議費 1，586，085 1，344，102 241，983

慶弔費 77，798 65，519 12，279

支払分担金 3，989，770 4，013，495 △ 23，725

会員福利費 10，870，696 10，885，842 △ 15，146

連合会役職員研究会費 258，500 200，000 58，500

役員研修会費 27，675 7，606 20，069

渉外活動費 287，437 307，967 △ 20，530

会計士委嘱費 327，000 324，000 3，000

　経常費用計 96，238，460 93，602，784 2，635，676

評価損益等調整前当期経常増減額 1，656，727 6，869，025 △ 5，212，298

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 1，656，727 6，869，025 △ 5，212，298

　２．経常外増減の部

　　経常外収益

　経常外収益計 0 0 0

　　経常外費用

退職給付会計基準変更時差異 0 1，108，277 △ 1，108，277

　経常外費用計 0 1，108，277 △ 1，108，277

当期経常外増減額 0 △ 1，108，277 1，108，277

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 1，656，727 5，760，748 △ 4，104，021

一般正味財産期首残高 108，201，629 102，440，881 5，760，748

一般正味財産期末残高 109，858，356 108，201，629 1，656，727

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 109，858，356 108，201，629 1，656，727

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金 2，240，713 1，757，308 483，405

普通預金 46，809，889 59，751，887 △ 12，941，998

通常貯金 7，330，518 6，992，860 337，658

振替貯金 355，651 115，502 240，149

定期預金 14，000，000 14，000，000 0

未収金 20，000 0 20，000

前払金 26，464 39，696 △ 13，232

　流動資産合計 70，783，235 82，657，253 △ 11，874，018

　２．固定資産

　　基本財産

定期預金 5，000，000 5，000，000 0

　基本財産合計 5，000，000 5，000，000 0

　　特定資産

退職給付引当預金 54，876，505 53，076，008 1，800，497

会館修繕積立預金 3，710，420 4，110，069 △ 399，649

固定資産取得引当預金 6，457，909 7，675，491 △ 1，217，582

機械化推進特定預金 6，480，052 6，886，404 △ 406，352

財政調整基金 3，500，463 3，230，189 270，274

会館取得引当預金 2，500，195 2，300，000 200，195

　特定資産合計 77，525，544 77，278，161 247，383

　　その他の固定資産

什器備品 1，370，867 47，485 1，323，382

車両運搬具 2 2 0

建物 9，831，893 9，819，410 12，483

敷地権 2，558，840 2，558，840 0

電話加入権 74，300 74，300 0

保証金 100，000 100，000 0

出資金 5，600 5，600 0

預託金 18，520 18，520 0

　その他の固定資産合計 13，960，022 12，624，157 1，335，865

　　固定資産合計 96，485，566 94，902，318 1，583，248

　　　資産合計 167，268，801 177，559，571 △ 10，290，770

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

預り金 1，747，940 15，658，934 △ 13，910，994

前受金 786，000 623，000 163，000

　流動負債合計 2，533，940 16，281，934 △ 13，747，994

　２．固定負債

退職給付引当金 54，876，505 53，076，008 1，800，497

　固定負債合計 54，876，505 53，076，008 1，800，497

　　負債合計 57，410，445 69，357，942 △ 11，947，497

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産 0 0 0

　　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　２．一般正味財産 109，858，356 108，201，629 1，656，727

　　　　　正味財産合計 109，858，356 108，201，629 1，656，727

　　　　　負債及び正味財産合計 167，268，801 177，559，571 △ 10，290，770

確定申告書とりまとめ事績報告

◆所得税

件数 　 率 　

2月11日～15日 243件 11．2％

2月16日～28日 431件 19．9％

3月11日～10日 579件 26．8％

3月11日～16日 687件 31．8％

3月17日～31日 222件 10．3％

合計 2，162件 100．0％

◆消費税（令和2年1月21日～3月31日）

◆早期一括提出（令和2年2月20日）

◆ｅ-Ｔａｘ送信件数

◆青色コーナー入会者数（令和2年2月13日～3月6日）

簡　易 277件 本　則 84件

所得税 543件 消費税 151件

所得税 1，894件 消費税 89件

入会者数 84名

お疲れ様でした
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支

部

表

彰

個

人

表

彰

▼
会
員
勧
奨
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
今
里
・
社
家
支
部

　
　
　
　
（
時
任
勝
美
支
部
長
）

　
２
位
　
南
林
間
支
部

　
　
　
　
（
田
向
琳
子
支
部
長
）

　
　
　
　
柏
ヶ
谷
第
３
支
部

　
　
　
　
（
窪
田
照
雄
支
部
長
）

　
【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
中
央
林
間
西
支
部

　
　
　
　
（
宮
道
岑
雄
支
部
長
）

　
２
位
　
南
林
間
西
支
部

　
　
　
　
（
松
岡
純
二
支
部
長
）

　
　
　
　
吉
岡
・
綾
西
支
部

　
　
　
　
（
西
内
節
夫
支
部
長
）

　▼
自
己
研
さ
ん
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
今
里
・
社
家
支
部

　
　
　
　
（
時
任
勝
美
支
部
長
）

　
２
位
　
立
野
台
支
部

　
　
　
　
（
浅
野
三
喜
男
会
計
幹
事
）

　
【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
柏
ヶ
谷
第
２
支
部

　
　
　
　
（
外
堀
伸
一
支
部
長
）

　
２
位
　
南
林
間
西
支
部

　
　
　
　
（
松
岡
純
二
支
部
長
）

▼
確
定
申
告
書
早
期
提
出
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
今
里
・
社
家
支
部

　
　
　
　
（
時
任
勝
美
支
部
長
）

令
和
元
年
度
分

〈
敬
称
略
〉

〈
敬
称
略
〉

《
表
彰
状
》

◆
表
彰
規
程
第
３
条

－

５

【
継
続
勤
務
（
20
年
）】

金
刺
　
宗
次
　
　
佐
藤
　
春
子

芝
原
　
嗣
夫
　
　
曽
根
　
将
彦

田
邉
　
一
三
　
　
福
田
　
　
亮

山
村
　
富
子

◆
表
彰
規
程 

第
３
条

－

６

　
【
会
員
勧
奨
】

　
川
島
　
好
三
　
　
村
田
　
裕
司

《
感
謝
状
》

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

５

【
継
続
勤
務
（
10
年
）】

浅
野
三
喜
男
　
　
東
　
　
孝
子

池
谷
浩
一
郎
　
　
伊
奈
江
美
子

岩
崎
　
清
昭
　
　
梅
谷
　
俊
文

北
原
　
憲
勇
　
　
小
島
　
洋
司

小
菅
　
春
子
　
　
田
向
　
琳
子

土
屋
　
和
夫
　
　
津
端
　
正
和

和
田
　
正
己

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

６

【
会
員
勧
奨
】

鈴
木
　
　
徹

　
２
位
　
寺
尾
北
支
部

　
　
　
　
（
新
家
清
支
部
長
）

　
【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
南
林
間
西
支
部

　
　
　
　
（
松
岡
純
二
支
部
長
）

　
２
位
　
林
間
東
支
部

　
　
　
　
（
石
井
勇
支
部
長
）

令
和
元
年
度
分

　
本
年
度
は
、
税
制
政
策
の
問
題
を
は

じ
め
「
青
色
申
告
特
別
控
除
」
の
適
用

の
充
実
、
複
式
簿
記
の
普
及
、
さ
ら
に

小
規
模
企
業
税
制
の
確
立
に
む
け
て
、

親
会
の
指
導
の
も
と
に
一
致
団
結
し
た

行
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

１
．
部
員
の
増
強
を
は
か
り
、
組
織
の

充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

２
．
部
員
の
福
祉
厚
生
の
向
上
に
つ
と

め
ま
す
。

３
．
誠
実
・
健
全
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

研
修
会
・
講
習
会
な
ど
を
通
し
て

自
己
研
さ
ん
を
積
み
、
自
書
申
告

を
推
進
し
ま
す
。

４
．
親
会
の
運
動
・
事
業
に
積
極
的
に

参
加
し
て
協
力
し
ま
す
。

５
．
他
会
女
性
部
と
の
友
好
関
係
を
深

め
ま
す
。

６
．
全
青
色
・
県
連
の
女
性
部
事
業
に

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

令
和
２
年
度 

事
業
計
画

科　　目 予算額
部 活 動 補 助 金 350,000
部 会 費 100,000
特 別 会 費 320,000
雑 収 入 20,000
繰 越 金 116,834
合 　 　 計 906,834

令和２年度 収支予算書
（令和２年４月１日～令和３年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額
講 習 会 費 60,000
研 修 会 費 270,000
総 会 費 40,000
通 信 費 1,500
会 議 費 95,000
旅 費 92,000
賀 詞 交 歓 会 費 260,000
全青色・県連・研究会費 40,000
交 際 費 15,000
消 耗 品 費 7,000
慶 弔 費 15,000
予 備 費 11,334
繰 越 金 0
合 　 　 計 906,834

〈支出の部〉

積
極
的
に
参
加
協
力
し
ま
す
。

７
．
複
式
簿
記
の
普
及
を
し
、
青
色
申

告
特
別
控
除
65
万
円
の
活
用
を
は

か
り
ま
す
。

８
．
使
用
済
み
切
手
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
推
進
し
ま

す
。女

性
部 

行
事
予
定

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ ９１６ 農 業 ４ １，１５１ 準 会 員 Ａ １２５

大 和 南 １６ ９８９ 歯 科 医 師 ２ ２４ 準 会 員 Ｂ １６６

座 間 １４ ９４８ 税 理 士 １ ７７

海 老 名 １４ ７９０ 事 務 局 １４９

綾 瀬 ９ ５６８ 正 会 員 計 ５，６１２ 準 会 員 計 ２９１

支部と会員数　　　（令和２年５月20日 現在）

５
月
　
通
常
総
会

６
月
　
親
会
の
会
員
大
会
に
協
力

７
月
　
サ
ー
ク
ル
活
動

９
月
　
研
修
旅
行

10
月
　
県
連
の
講
演
会
に
協
力
・
参
加

研
修
会

11
月
　
税
を
考
え
る
週
間

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
）

12
月
　
サ
ー
ク
ル
活
動

１
月
　
新
年
賀
詞
交
歓
会

３
月
　
確
定
申
告
期 

手
伝
い
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【
基
本
的
方
針
】

　
日
本
の
景
気
は
、
昨
年
10
月
の
消
費

税
引
上
げ
の
影
響
を
受
け
、
消
費
活
動

の
低
迷
が
続
く
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
活

動
の
水
準
が
大
き
く
低
下
し
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
を
支
え
る
小
規
模
事
業
者

も
、
売
上
の
減
少
、
事
業
主
の
高
齢
化

に
よ
る
事
業
承
継
等
の
問
題
に
直
面

し
、
経
営
を
持
続
的
に
行
う
た
め
の
課

題
の
解
決
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
会
に
於
い
て
も
会
員
の
廃
業
・
退

会
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
危
機
感
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
、
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
協
力
し
、
退
会

者
の
増
加
を
抑
え
る
努
力
を
し
て
参
り

ま
す
。 青

年
部
ニ
ュ
ー
ス

科　　目 予算額

特 別 会 費 50,000

補 助 金 400,000

雑 収 入 20,000

繰 越 金 200,834

合 　 　 計 670,834

令和２年度 収支予算書
（令和２年４月１日～令和３年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額

会 議 費 40,000

研 修 費 100,000

事 業 費 140,000

特 別 研 修 費 80,000

渉 外 費 40,000

総 会 費 30,000

親 睦 費 130,000

事 務 費 20,000

予 備 費 90,834

合 　 　 計 670,834

〈支出の部〉

令
和
２
年
度 

事
業
計
画

４
月
　
青
年
部
通
信
　
第
38
号
発
行

　
　
　
監
査
会

　
　
　
役
員
会
（
第
１
回
）

５
月
　
第
26
回
　
通
常
総
会

６
月
　
役
員
会
（
第
２
回
）

７
月
　
青
年
部
通
信
　
第
39
号
発
行

８
月
　
役
員
会
（
第
３
回
）

　
　
　
暑
気
払
い

10
月
　
青
年
部
通
信
　
第
40
号
発
行

　
　
　
街
頭
献
血
の
呼
び
掛
け

11
月
　
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
講
習
会

　
　
　
役
員
会
（
第
４
回
）

12
月
　
青
年
部
通
信
　
第
41
号
発
行

　
　
　
役
員
会
（
第
５
回
）

　
　
　
忘
年
会

１
月
　
役
員
会
（
第
６
回
）

　
　
　
新
年
会

２
月
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

３
月
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

　
　
　
役
員
会
（
第
７
回
）

　
　
　
確
定
申
告
反
省
会

青
年
部 

行
事
予
定

　
ま
た
、
青
年
部
一
同
、
人
が
集
ま
る

組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
部
員
増
強

を
行
う
と
と
も
に
、部
活
動
を
強
化
し
、

部
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
さ
ら
に
親

会
事
業
へ
の
参
画
や
他
会
と
の
交
流
も

積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
公
益
事
業
と
し
て
は
、
平
成
８
年
の

秋
か
ら
継
続
し
て
24
年
以
上
続
け
て
い

る
「
街
頭
献
血
の
呼
び
掛
け
」
を
中
心

に
展
開
し
ま
す
。
税
制
支
援
事
業
と
し

て
は
、
会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー

ン
Ａ
」
と
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の
利
用
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｔ
化
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
青
色

申
告
に
関
連
す
る
税
制
に
対
し
て
、
研

究
学
習
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
の
考
え
方
を
基
本
に
、
令
和
２

年
度
の
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
に
定

め
、
そ
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

１
．
部
員
増
強
運
動
の
展
開
及
び
充
実

強
化

２
．
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
推
進
や
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
を
含
む
パ
ソ
コ
ン
会
計

の
普
及
促
進

３
．
街
頭
献
血
へ
の
協
力
な
ど
、
公
益

事
業
へ
の
企
画
・
推
進

４
．
部
員
相
互
の
親
睦
及
び
他
会
青
年

部
と
の
交
流

５
．
税
制
の
研
究
・
習
得
と
税
制
政
策

活
動
の
推
進

６
．
親
会
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

協
力

７
．
そ
の
他
、
緊
急
且
つ
必
要
な
事
業

の
計
画
等
の
協
議
・
推
進

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

来
年
こ
そ
は
北
陸
へ

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
４
月
上

旬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中

で
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
日
本
政
府

も
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
要
請
さ
れ
、

経
済
に
も
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
期
限
も
、
延
長
に
延
長

が
重
な
り
、
大
和
青
色
申
告
会
も
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

６
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
研
修

旅
行
「
会
員
大
会
」
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
同
様
、
１
年
延
期
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
20
年
以
上
前
で
す
が
、
仕
事
の
関
係

で
金
沢
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
石
川
・

富
山
両
県
に
ま
た
が
る
今
回
の
研
修
旅

行
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
最
大
の
大
名
で
あ
っ
た
前

田
家
は
、
百
万
石
と
い
わ
れ
た
石
川
県

の
加
賀
能
登
２
国
の
ほ
か
、
富
山
県
の

呉
西
地
区
（
県
央
に
あ
る
呉
羽
山
の
西

側
）
を
影
響
下
に
お
き
、京
都
に
次
ぐ
、

き
ら
び
や
か
な
文
化
を
創
造
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
建
築
・
工
芸
・
芸
能
・

食
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
お
よ
び
、
雪

本郷・中河内支部
支部長

猪 熊 克 行

深
い
風
土
と
あ
い
ま
っ
て
、
と
て
も
情

緒
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
陸
新
幹
線
が
開
通
後
、
観
光
客
が

一
気
に
増
え
、
活
気
が
出
て
き
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
変
わ
り
よ
う
を
見
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
延
期
に
な
っ
た
「
会
員
大
会
」
は
、

来
年
の
同
時
期
に
、
見
学
先
な
ど
の
行

程
も
ほ
と
ん
ど
変
え
ず
に
実
施
す
る
そ

う
な
の
で
、
楽
し
み
は
先
に
と
っ
て
お

く
、
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
森

八
の
長
生
殿
と

富
山
の
鱒
寿
司

を
お
土
産
に
し

よ
う
か
な
。
皆

さ
ん
も
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ

い
。

森八の長生殿



青色だより令和２年６月１日発行 （ 6 ）

　新型コロナウイルス感染症の影響で資金繰りが悪化し、

国税を納付期限までに納め

られない場合の取扱いにつ

いて教えてください。

　税務署に申請を行うこと

により、原則として１年間納付を猶予し、延滞税が軽減又は免除され

る納付の猶予制度がありますので、まずは、東京国税局猶予相談センターに

お電話にてご相談ください。

【電話番号】０１２０－９４８－２７１

【受付時間】８：３０〜１７：００　（土日祝日を除く）

　新型コロナウイルス感染症等の影響に伴い、国や地方公共団体から個人に

対して助成金が支給されることがありますが、こうした助成金は所得税の課

税対象となりますか。

 

　個別の助成金の事実関係によって課税関係は異なりますが、主な助成金等

の課税関係は次のとおりです。

非課税

・特別定額給付金
・子育て世帯への臨時特別給付金
・企業主導型ベビーシッター利用者支

援事業の特例措置における割引券

・東京都のベビーシッター利用支
援事業における助成

課　税
（事業所得）

・小学校休業等対応助成金
・小学校休業等対応支援金
・雇用調整助成金

・持続化給付金
・東京都の感染拡大協力防止金

※課税となるものであっても助成金等の支給額を含めた１年間の収入から経費を差し引いた
収支が赤字となる場合などには、税負担は生じません。また、支払賃金などの必要経費を
補てんするものは、支出そのものが必要経費になります。

●　「令和２年分所得税及び復興特別所得税の予定納

税の通知書」が６月１５日頃送付されます。

　なお、令和２年分の所得に対する税金として見積

もった金額が、税務署から通知された予定納税基準

額よりも少なくなると見込まれるときは、「予定納

税額の減額申請書」を提出して承認されれば、予定納税額は減額されます。

●　新型コロナウイルス感染症に関する対応等についての各種情報が国税庁ホームページに掲

載されておりますのでご確認ください。

大和税務署からの
お知らせ

区　分 納　付　期　間 減額申請書 提出期限

第１期分
令和２年７月１日～同年７月３１日

（振替納税の振替日は７月３１日）

令和２年７月１５日
（６月３０日の現況により見積る）

第２期分
令和２年１１月１日～同年１１月３０日

（振替納税の振替日は１１月３０日）

令和２年１１月１６日
（１０月３１日の現況により見積る）

※納付が期限に遅れた場合、あるいは振替納税をご利用の方が残高不足等により振替ができなかった場合は、
それぞれの期限の翌日から納付日までの延滞税がかかります。


